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１．研究目的 

移動観覧席を設置したホールは、客席利用および平床

利用が可能であり、これによりホールを非常に多目的に

活用することが可能になる。 

本研究では、移動観覧席に関する寸法などのデータ、

それを導入しているホールに関するデータより比較検討

を行い、移動観覧席とホールの関係性・傾向等を明らか

にする。本研究では特に「移動観覧席」の諸元に着目し、

諸元の中でも特に寸法や機能を整理し、時代性やホール

の性格性との関係について明らかにする。 

２．研究方法 

2.1 調査対象 

本研究の調査対象は、1982年 12月から 2015年３月まで

に移動観覧席が納入された、全国の公立文化ホール 1012

件とした。学校、宗教施設、民間施設は対象としていな

い。なお、本研究では全ての客席数を対象としている。

最小は 40 席、最大は 1473 席である。 

2.2 調査内容 

 本研究内容は移動観覧席の一般事項についてはデー

タベースから入手し、その他の事項、舞台・席数・客席

レイアウト・椅子

の諸元について

は、実施図面より

データを入手し

た。この一覧表を

もとに移動観覧席

とホールの関係性

について比較検討

を行う(表１)。 

 

 

 

３．研究結果 

3.1 納入年 

今回の調査対象のうち、最も古いものは 1982 年で現在

も納入は続いている。一番納入の多い年は 1994 年の 68 件

で 1990 年代のものが全体の 52％を占めている(図１)。

1980 年代は増加傾向にあり 2000 年代は減少傾向にある。 

3.2 舞台形式 

 舞台形式は、客席と舞台が一続きの空間となっている

ものをオープン形式、舞台と客席の間に空間を分ける壁

をもつものをプロセニアム形式とする。アリーナ形式の

ものも、オープン形式に含めている。図面から読み取れ

ないものに関しては、施設の写真などから読み取りを行

った。舞台形式の明らかな 924 件のうち、プロセニアム形

式のものは 592 件(64％)で、オープン形式のものは 332 件

(36％)であった(図２)。 

3.3 総席数 

総席数は移動観覧席の他、手並べ椅子や 2 階席などの固

定席など、ホールにある座席すべてを含めた席数を表す。

ひとつの施設において、複数ホールをもつ施設に関して

は対象とするホールのみの席数とする。総席数の明らか

な 780件において、平均は 347 席であった。201～300席が

214 件で最頻値となった(図３)。100 席から 600 席のものが

701 件で、全体の 90％を占めている。最小は 40 席、最大

は 1473 席であった。 

3.4 移動観覧席 

移動観覧席数の明らかな 979 件において、平均値は 270

席であった。最小は 40 席、最大は 2040 席であった。101

席～200 席が 335 件で最頻値となり、次いで 201 席～300

席が 318 件であった(図４)。101～300 席のものが 653 件で

67％を占め、301 席～400 席のものも含めると 831 件で

85％を占める結果となった。 

 

公立文化ホール 移動観覧席 実施図面 

平床 オープン形式 プロセニアム形式 

物件番号 物件名 機種

所在地 納入年

舞台 舞台形式

前座席数 バルコニー席数 総席数

移動観覧席数 親子席数 前座席種類

2階席数 車椅子席数 横座席数

本体方式 ブロック 収納時奥行

段数 １段寸法 最終段床高さ

本体間口 中段使用 収納時椅子部高さ

１段奥行 収納形式 駆動方式

建築床仕上げ 全長 操作方法

椅子タイプ 離席時寸法 肘掛けの有無

椅子間口

席数

客席レイアウト

椅子

一般事項

表１ 調査内容 
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3.5 本体方式 

 本体方式とは移動観覧席本体の形式で、主に壁面固定、

壁面収納、前方移動がある。壁面固定は、壁の前に収納

される方式、壁面収納は壁の中に収納される方式、前方

移動は収納場所から離れた設置が可能な(収納場所は問わ

ない)方式、を示す。本体

方式の明らかな 1001 件の

うち、壁面収納が 837 件で

最も多く 84％を占める結

果となった(図５)。 

3.6 納入年と移動観覧席数の関係 

各年代において、移動観覧席の階級の割合にあまり変

化が見られなかった。～200席の割合はおよそ 30％～50％

となり、～300 席の割合は年代においてばらつきがあり、

特に傾向はみられなかった。移動観覧席比率(総席数に対

する移動観覧席の比率)と納入年に着目してみると、90～

100％が 2008年にかけて常に増加傾向であることが分かっ

た(図６)。総席数と納入年の関係も合わせて考察すると、

小規模な施設が増加傾向にあるが、移動観覧席の数はあ

まり変化がなく、移動観覧席以外の席が減少傾向にあり、

移動観覧席のみの施設が増加傾向にある、ということが

考えられる。 

3.7 納入年と本体方式の関係 

各年代とも壁面収納が最も多い結果となった。1982 年

から 2000 年にかけては、壁面固定が減少する傾向にあっ

た(図７)。しかし、2000 年以降はまた増加傾向にあり、前

方移動も増加傾向にあることから、本体方式の多様化が

進んでいることが分かる。 

3.8 総席数と舞台形式の関係 

総席数が 600 席数よりも小さい施設に関しては、総席数

が大きいほど、オープン形式が減少し、プロセニアム形

式が増加する傾向であることが分かった(図８)。 

オープン形式の割合が、 

１～100 席では約 80％、101

～200 席では約 60％、201～

300 席では 40％、301～400

席では約 30％、401～600 席

では 10％であった。 

 

 

3.9 総席数と移動観覧席数の関係 

総席数に対する移動観覧席数の割合は、総席数と移動

観覧席数が明らかな 780 件のうち、300 件が 100％という

結果となった(図９)。移動観覧席を導入している施設のう

ち、約４割の施設が移動観覧席のみということが分かっ

た。また、施設が小規模になるほど、移動観覧席比率は

大きいということが分かる(図 10)。 

４．まとめ 

 本調査により明らかになったのは下記のとおりである。 

①総席数・移動観覧席数が増加すると、舞台形式はプロ

セニアム形式が増加する。 

②約４割の施設において、移動観覧席比率が 100％であり、

施設が小規模になるほど、移動観覧席比率は大きくなる。 

②移動観覧席を納入している施設の総席数は 201～300 席

が最も多く、移動観覧席数は 101 席～200 席が最も多い。 

③納入年と席数の関係から総席数が減少傾向にあるのは、

移動観覧席以外の席が減少傾向にあることが理由であり、

移動観覧席のみの施設が増加傾向にある。 

④本体方式は壁面収納が納入年に関係なく最も多いが、

その他の方式が増えており、本体方式の多様化が進んで

いる。 
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